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 ●2015年問題・ゴルフ対象人口の減少 ●基本ロジックと用語・使用データ

団
塊
世
代
７
０
歳
超
え
▼

活動的な団塊世代効果消滅

●2015年問題
　　1．1995年以降ゴルフ離れ進展
　　2．少子高齢化による人口減少
　　3．人口減少の地域間隔差拡大
　　4．若年層のゴルフ離れ

＜ゴルフ産業需要基本公理＞
　　ゴルフ対象人口×ゴルフ参加率×ゴルフ活動率＝ゴルフ産業需要

●ゴルフ人口
　　ゴルフ人口＝ゴルフ対象人口×ゴルフ参加率

●ゴルフ対象人口
　　国勢調査　15～64歳人口（生産人口）
　　現在では74歳まで拡大して検討すべき
●ゴルフ参加率
　　ゴルフ対象人口に占めるゴルファー比率
　　ゴルフ産業需要動向は
　　ゴルフ人口とゴルフ活動率により説明できる

＜統計的調査＞
●ゴルフ参加率
　　統計的無差別抽出調査
　　　レジャー白書（毎年・3000サンプル）
　　　総務省・社会基本調査（５年間隔・20万サンプル）　
●ゴルフ活動率
　　ゴルファーのプレー頻度

＜実需調査＞
●コース入場者数：（社）日本ゴルフ場事業協会
●ゴルフ練習場入場者数：（株）ゴルフ経営研究所）
●ゴルフ用品出荷額：（株）矢野経済研究所
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�増加したとはいえゴルフ人口、ゴルフ施設
　入場者数は1991年レベルには回復してい
　ない。
�施設入場者数はゴルフ人口の減少よりも軽
　微な減少に止まっている。これは行動頻度
　の少ないライトゴルファーが市場から消滅
　したことを意味している。

●1991年を100%とするゴルフ人口・ゴルフ施設入場者数・用品市場規模の推移
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ゴルフコース人口

ゴルフ練習場人口

�ゴルフコース入場者数

�ゴルフ練習場入場者数

�ゴルフ用品市場

コース入場数は
人口ほど減少していない

練習場入場数は
人口ほど減少していない

最大の減少は練習場人口

コース入場者は最小の減少にとどまる

1991年レベル には未回復

�

�

�
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新車販売台数

旅行取扱高

百貨店 販売高

消費支出

小売販売高

練習場入場者数練習場入場者数

ゴルフコース入場者数

●リーマンショック以降の一般消費動向とゴルフ施設入場者数　前年同月対比

経済産業省特定サービス産業調査＆日本経済新聞

�リーマンショック以降、選択的消費支出の
　百貨店販売高、旅行取扱高は全体消費支出
　以上に落ち込んだ。
�本来、選択的消費支出であるゴルフ施設入
　場者数速報値は堅調を維持している。
�特に練習入場者数は前年同月を常に上回り、
　ゴルフブームによる恩恵の可能性がある。
　但し練習場施設数減少による影響を除いて
　考える必要がある。本年７月発表予定のの
　レジャー白書・ゴルフ練習場人口で確認
　する必要がある
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1995 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

総人口 125,570 126,926 127,768 127,770 127,771 127,568 127,395 127,176 126,913 126,605 126,254 125,862 125,430

ゴルフ対象人口 15～64歳 87,165 86,220 84,092 83,731 83,015 82,334 81,644 81,285 81,015 79,980 78,859 77,727 76,807

-945 -3,073 -3,434 -4,150 -4,831 -5,521 -5,880 -6,150 -7,185 -8,306 -9,438 -10,358

-81 -264 -295 -357 -415 -475 -506 -529 -618 -714 -812 -891

-359 -629 -1,664 -2,785 -3,917 -4,837

レジャー白書 -31 -54 -143 -240 -337 -416

参加率上昇必要量 8.6% 0.04% 0.07% 0.18% 0.30% 0.43% 0.54%

1995年基準減少量

2009年基準減少量

●2015年　ゴルフ対象人口の減少と参加率必要上昇量 単位：千人

国立社会保障・人口問題研究所より

対象人口減少量

ゴルフ人口減少量

対象人口減少量

ゴルフ人口減少量

％・日

●社会生活基本調査　ゴルフ行動基礎値推移

 ゴルフ人口減少
▲521万7千人

行
動
者
数
（
ゴ
ル
フ
人
口
）
千
人

行動日数（活動率）は増加

J

J

J

J

J

J

13.8

11.1

8.9

21.8 23.5

25.1

1996 2001 2006 2015
4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

18000

0

5

10

15

20

25

30
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平均行動日数

ゴルフ人口減少の原因
参加率の低下

ゴルフ人口社会減

5,217-295＝4,922千人

対象人口ピーク

�ゴルフ対象人口は1995年がピークであり、すでに連続減少に突入している。
�2006年時点で対象人口減少によるゴルフ人口自然減は29万5千人であったが、それ以上492万２千人のゴルファーを喪失した。
�2015年にはさらに41万6千人のゴルファーが対象人口の減少により失うのが確実である。
�2009年レベルのゴルフ産業需要量を維持するためには現在のゴルフ参加率8.6％を9.2％に上昇させる必要がある。
�2015年に1995年レベルまでゴルフ人口を回復するにはゴルフ参加率をさせる19.9％まで上昇させる必要がある。

ゴルフ市場活性化
目標参加率

19.9％
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サブコア（30～39歳）

コア（40～64歳）

シニア（65歳以上）

全体2016年
全体ゴルフ人口は
177万人減少する

需要の中核コア層が
210万人の大幅減少

サブコア層は
160万増加する

シニア層の増加も
2016年以降ストップする

●2015年問題 最も悲観的なゴルフ将来人口予測
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2006年20～24歳であった
出生集団のみ男女ともに年々参加率が
上昇した。（ジュニア振興効果？）

▼

▲

'06年20～24歳の
参加率は上昇したが、
10年前の同年齢集団
よりも▲10.1％も低い

70歳以上は男女ともに低下

●同時出生集団別（抜粋）参加率の推移

参
加
率
％

参
加
率
％

'96年

'96年

'06年

男性 女性

●2011年ゴルフ人口予測

10～14歳 15～19 20～24 25～29 30～34

2006参加率（％）� ･･･ 3.8 3.9 8.8 12.7

集団係数　� ･･･ 1.00 0.63 1.35 1.23

社会係数　� ･･･ 1.03 2.26 1.44 1.27

予測参加率　�×�×� ･･･ 3.90 5.54 17.19 19.85

人口予測（千人） ･･･ 3,096 3,347 3,774 4,059

ゴルフ人口予測（千人） ･･･ 120.8 185.3 649.0 805.7

●2016年ゴルフ人口予測

10～14歳 15～19 20～24 25～29 30～34

2011参加率（％）� ･･･ ･･･ 3.90 5.54 17.19

集団係数　� ･･･ ･･･ 1.00 0.63 1.35

社会係数　� ･･･ ･･･ 2.26 1.44 1.27

予測参加率　�×�×� ･･･ ･･･ 8.80 5.03 29.51

人口予測（千人） ･･･ ･･･ 3,157 3,384 3,766

ゴルフ人口予測（千人） ･･･ ･･･ 277.8 170.1 1111.3

●社会生活基本調査　３次　年齢別ゴルフ行動者率（参加率）推移　男性

年 10～14歳 15～19 20～24 25～29 30～34

1996 5.5 7.8 18.9 30.9 34.4

2001 6.2 6.5 10.3 20.4 23.0

2006 3.8 3.9 8.8 12.7 16.1

●同時出生集団別ゴルフ参加率推移と集団係数・社会係数

年 10～14歳 15～19 20～24 25～29 30～34

2001 ･･･ 6.2 6.5 10.3 20.4

2006 3.8 3.9 8.8 12.7 16.1

集団係数 1.00 0.63 1.35 1.23 0.79

社会係数 ･･･ 1.03 2.26 1.44 1.27

2006ゴルフ人口 ･･･ 129 327 510 779

2006年コアを形成する
出生集団は年と共に
参加率が低下した集団

同
年
齢
集
団
別
の
ゴ
ル
フ
嗜
好
が
今
後
も
継
続
す
る
と
し
た
ら
・
・
・

・・・

・・・

以下省略

以下省略

総務省・社会生活基本調査より

同一集団

※集団係数：その集団のゴルフ参加率変化動向
※社会係数：加齢により変化するゴルフ参加率動向
※現在の年齢別ゴルフ人口×集団係数×社会係数＝最も正確な将来人口予測
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●年間世帯収入別ゴルフ人口増減

   増加したのは
　年間300万未満の
　低所得世帯

700万以上の
高所得世帯で
より大きく減少

％・日

●社会生活基本調査　ゴルフ行動基礎値推移

 ゴルフ人口減少
▲521万7千人
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●年間ゴルフ行動日数別ゴルフ人口推移

唯一増加した

2001年では
微減に止まっていた

行
動
日
数
が
少
な
い
ほ
ど

ゴ
ル
フ
人
口
が
減
少
し
た
。

10日未満が最大の減少
▲37％

ゴルフ人口減少の原因
参加率の低下

�1996年以降に521万人のゴルファー
　が消滅した。
�それは決して低所得層ではない。最も
　多く消滅したのは年間ゴルフ行動10日
　未満の「ライトゴルファー」である

３００万
円未満

３００－４
９９万円

５００－６
９９万円

７００－９
９９万円

１０００
万円以上

合計

1996  380  1,485  2,181  2,639  2,709  9,394

2001  425  1,325  1,676  2,162  1,913  7,501

2006  544  1,343  1,422  1,607  1,594  6,510
＜年間世帯収入別構成比＞

３００万
円未満

３００－
４９９万円

５００－
６９９万円

７００－
９９９万円

１０００
万円以上

合計

1996 4.0% 15.8% 23.2% 28.1% 28.8% 100.0%

2001 5.7% 17.7% 22.3% 28.8% 25.5% 100.0%

2006 8.4% 20.6% 21.8% 24.7% 24.5% 100.0%
＜1996を100とする減少率＞

３００万
円未満

３００－
４９９万円

５００－
６９９万円

７００－
９９９万円

１０００
万円以上

合計

1996

2001

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

2006 143.2% 90.4% 65.2% 60.9% 58.8% 69.3%

●年間世帯収入別行動者数

111.8％ 89.2％ 76.8％ 81.9％ 70.6％ 79.8％

単位：千人

総務省・社会生活基本調査※勤労者世帯のみ
　全ゴルフ人口の世帯収入別行動者数は未公表
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●ゴルフ活動率別人口減少量2006/1996 ●ゴルフ活動率別人口構成比
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▲321.3 万人

●ゴルフ活動率別人口数（単位千人）

合計 1～4日 5～9日 10～19日 20～39日 40～99日 100～199日 200日以上

1996 15,356 5,047 3,164 2,963 2,202 1,280 446   117

2001 12,541 4,148 2,491 2,380 1,793 1,115 442 122

2006  10,139  3,285  1,713  2,009  1,601  909  374  128

減少量 -5,217 -1,762 -1,451 -954 -601 -371 -72  11

1996構成比 100.0% 32.9% 20.6% 19.3% 14.3% 8.3% 2.9% 0.8%

2006構成比 100.0% 32.4% 16.9% 19.8% 15.8% 9.0% 3.7% 1.3%
53.5％

ヘビーゴルファー
301万人
に依存

49.3％
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�ライトゴルファー321万人をゴル
　フ産業は失った。
�ライトゴルファーは常に流動的で
　ある。
�ライトゴルファーなおゴルフ人口
　の50％をしめる。
�「続けようゴルフ」はライトゴル
　ファーに対する重要施策でもあり、
　活性化効率が高い。
�そのためにはゴルファーの活動率
　別に多様化したの用具、スクール、
　ティー　チングソフト、施設サー
　ビスが求められる。　

 ゴルフ人口減少▲521万7千人

全体ゴルフ人口人口減少してもやはり50％はライトゴルファー

流動層(続けようゴルフターゲット)

総務省・社会生活基本調査

�

▼
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オリンピック・遼君活躍など

ゴルフに対するあこがれ・関心

ゴルフコースでプレーしてみたい
（ゴルフコース参加希望率の上昇）

ゴルフ練習場へ行きたい
（ゴルフ練習場参加希望率の上昇）

ゴルフ練習場入場者数の増加
ゴルフスクールの活性化

ゴルフ用品市場の拡大

コース入場者数の増加

▼

▼

▼

▼

▼

▼

●ゴルフブーム再現・市場活性化のシナリオ
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レジャー白書

参
加
率 ●参加希望率

　・その余暇活動を将来やってみたい
　・今後も続けたい

●ゴルフ参加希望率と実際参加率の推移

　2015年問題とゴルフ産業の現状　2010・JAPAN GOLF FAIR  G'MAC セミナー資料
～始めよう、続けよう、もっとゴルフを～

ゴルフ市場活性化委員会


